
2019年度 TERADA実績報告 

熊本大学役職関係者ヒアリングと映像記録作成 

概要 

実施日：2019年 11月 11日～2019年 12月 27日 

対象者：9名 

目 的：熊本地震から 3 年半が経過した時点で，

地震発生当時の熊本大学役職者に熊本地震

を振り返ってもらい証言映像を録り，デジ

タルアーカイブで活用する資料映像を制作

する． 

ヒアリング内容 

1.ご自身の前震から本震、発災 1週間後までの 

動きを振り返って 

2.担当部署の被害と復旧，災害対応についてで 

きたこと，できなかったこと 

3.担当部署が発災時・復旧・復興の過程で社会

的に果たした役割について 

4.熊本地震から３年半が経過．この経験をこれ

からどう活かすか．役職を退く時の引継ぎを

どのようにしたか． 

5.熊本地震の記憶を後世に伝えるためのメッセ

ージ 

 

※インタビューは 15分から 30分程度で実施し

た．地震発生後からの対応した当時の状況を

思い出していただき，貴重な証言記録ができ

た． 

映像記録の作成 

 ヒアリング映像記録およびボイスレコーダの文

字起こしを行った．機器の設置場所次第では，聞

取り辛い所もあり時間を要したが映像を編集し，

テロップ追加等を行い，15分程度の記録映像を仕

上げた． 

 

ヒアリングの様子 

 

ヒアリング対象者とヒアリング内容一覧 


